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な役割を果たしている。中でも、Par3、Par6、aPKC から構成される Par 複合体を基盤
とした細胞極性は、種を越えて保存された最も一般的な細胞極性システムである。  




 本研究では、細胞極性、接着性を持たない培養細胞である Schneider2 細胞  (S2 細
胞、ショウジョウバエ胚由来 ) を用いて Par 極性の再構成系を樹立し、Par 極性の一
般的性質を理解することを目指した。S2 細胞は、Par 複合体の 3 因子を全て発現して
いるにも関わらず、それらは細胞質に分布するため、極性は形成されない。申請者は
Par3 の過剰発現により、Par 複合体が細胞表層に現れ、S2 細胞が自律的に極性を形成
することを見出した。また、S2 細胞の Par 極性形成には、内在性の Par6, aPKC およ
び Lethal giant larvae (Lgl) が必須であることがわかった。このことから、再構成され
た細胞極性は in vivo と同様な機構によって形成され、Par 複合体と Lgl の相互抑制が
極性形成に重要であることが示唆される。  
 さらに、この実験系を用い、Par 極性の形成過程をライブイメージングで追跡し











た。以上の解析から、S2 細胞の Par 極性再構成系が示す諸性質は、極性形成時あるい
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